










第 60 回島根県対策本部会議 

 

                日時:令和４年１月２４日（月）9：30～ 

                場所:県庁６階 講堂 

 

 

 

１．県内の患者発生状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

２．島根県の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．知事指示事項 

 
（配付資料） 

（資料１）県内の患者発生状況等について                【健康福祉部】 

（資料２）全国の感染状況について                     【防災部】 

（資料３）「感染状況のレベル」                       【防災部】 

（資料４）新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づくまん延防止等重点措置の 

公示に関する要請について                      【防災部】 

（資料５）新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づくまん延防止等重点措置の 

公示がなされた場合の島根県の対応について              【防災部】 

（資料６）飲食店等への営業時間短縮要請協力金について          【商工労働部】 



１．令和４年１月の陽性患者の発生状況（1月22日まで）　
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101 人

67 人

81 人

85 人

松江市６人、浜田市２人、出雲市４人、益田市１人、大田市
２人、安来市１人、川本町１人、西ノ島町１人、隠岐の島町
１人、県外１人

出雲市３人、大田市１人、西ノ島町１人、県外１人

松江市３人、出雲市１人、雲南市１人、県外１人

出雲市２人、雲南市１人

松江市６人、浜田市１人、出雲市７人、雲南市１人、津和野
町１人、西ノ島町４人、県外２人

松江市１９人、浜田市７人、出雲市８人、安来市１人、江津
市１人、県外４人

松江市５人、浜田市１２人、出雲市８人、益田市２人、津和
野町１人、西ノ島町３人

松江市７人、浜田市６人、出雲市７人、益田市３人、江津市
２人、邑南町６人、津和野町１人、西ノ島町１人、県外１人

新型コロナウイルス感染症の状況について

陽性者数陽性判明日

1月6日

1月4日

1月5日

1月1日

1月2日

1月12日
松江市７人、浜田市２９人、出雲市１３人、益田市１４人、
江津市１０人、邑南町２３人、津和野町１人、県外４人

1月13日
松江市９人、浜田市１７人、出雲市１７人、益田市６人、大
田市１人、安来市１人、江津市１人、雲南市１人、奥出雲町
２人、邑南町８人、隠岐の島町２人、県外２人

1月14日
松江市６人、浜田市１４人、出雲市２０人、益田市１２人、
江津市４人、奥出雲町２人、邑南町１１人、居住地調査中１
２人（保健所別内訳：浜田１２人）

1月15日
松江市６人、浜田市８人、出雲市２６人、益田市７人、江津
市３人、邑南町９人、県外１人、居住地調査中（２５人（保
健所別内内訳：出雲７人、浜田１８人）

　令和２年４月に県内で初めて感染者が確認されてから令和４年１月２２日までに、
計３，４４６人の感染が確認されました。
  １月は２２日までに１，６８５人の感染が確認されています。

1月10日
松江市５人、浜田市１１人、出雲市１３人、益田市１人、安
来市１人、江津市４人、県外１人

1月8日
松江市１０人、浜田市６人、出雲市１４人、益田市１人、県
外４人

雲南市４人

居住地別内訳

1月3日

1月7日

1月9日

1月11日

資料１

令和４年１月２４日

対策本部会議資料

健康福祉部
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118 人

160 人

174 人

164 人

190 人

158 人

150 人

1,685 人

２．令和２年11月以降の陽性患者の発生状況（週単位：令和４年１月22日まで）

1月22日までの計

1月19日

松江市２０人、浜田市１人、益田市１４人、大田市２８人、
安来市１人、雲南市１人、川本町１人、美郷町１人、邑南町
６人、居住地確認中９１人（保健所別内訳：出雲３５人、浜
田：５６人）

1月16日
松江市１２人、浜田市４人、出雲市３人、益田市４人、雲南
市１人、奥出雲町１人、邑南町９人、県外１人、居住地調査
中８３人（保健所別内訳：出雲１９人、浜田６４人）

1月20日

松江市２４人、出雲市４人、益田市１６人、大田市１４人、
安来市２人、雲南市１人、川本町１人、美郷町３人、邑南町
４人、津和野町１人、県外１人、居住地確認中１１９人（保
健所別内訳：出雲６９人、浜田：５０人）

1月22日
松江市２９人、出雲市４人、益田市７人、安来市５人、江津
市１人、雲南市４人、県外２人、居住地確認中９８人（保健
所別内訳：出雲４４人、県央２９人、浜田２５人）

1月21日

松江市３５人、浜田市１人、出雲市１３人、益田市２２人、
大田市１６人、安来市４人、川本町３人、美郷町３人、邑南
町３人、吉賀町１人、県外１人、居住地確認中５６人（保健
所別内訳：出雲２４人、浜田３２人）

1月17日

松江市２７人、浜田市４人、出雲市３５人、大田市２人、安
来市１人、江津市１人、邑南町１２人、県外２人、居住地確
認中７６人（保健所別内訳：出雲１５人、浜田２９人、益田
３２人）

1月18日

松江市２４人、浜田市１人、出雲市１５人、益田市１７人、
大田市４人、安来市３人、川本町１人、邑南町７人、津和野
町２人、海士町１人、県外２人、居住地確認中９７人（保健
所別内訳：出雲３３人、浜田６４人）

※上記日付は週単位（月曜日～日曜日）の集計

※直近は1/17～1/22までの6日間の集計（実績：996人）
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直近は1月17日(月)～1月22日(土)までの６日間で集計：996名
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３．病床確保状況及び使用率（1月22日時点）

※入院患者数の内訳は症状調査中の場合もあるため、入院患者数と一致しない場合がある

（令和２年11月以降の日別状況）

・入院調整済（入院等予定者）　１６８人

・調整中　１８７人

４．軽症者等の療養（1月22日時点）

・しまね宿泊療養施設（松江市・80室）

・島根県立青少年の家「サン・レイク」（出雲市・33室）

・島根県立少年自然の家（江津市・20室）

宿泊療養者数　　４６人

自宅療養者数　８１２人

30人58人23人1人

無症状軽症中等症重症

     患者の増加に備え、軽症者や無症状者の療養用の宿泊施設として３施設133室を確保

即応病床
（C／B)

即応病床
（B）

121人

313床368床 38.7%32.9%

確保病床数（A)

入院患者数（C)

 病床利用率

確保病床
（C／A)

0

50

100

150

200

250

300

350

0

50

100

150

200

250

300

350

11
月
1日

11
月
15
日

11
月
29
日

12
月
13
日

12
月
27
日

1月
10
日

1月
24
日

2月
7日

2月
21
日

3月
7日

3月
21
日

4月
4日

4月
18
日

5月
2日

5月
16
日

5月
30
日

6月
13
日

6月
27
日

7月
11
日

7月
25
日

8月
8日

8月
22
日

9月
5日

9月
19
日

10
月
3日

10
月
17
日

10
月
31
日

11
月
14
日

11
月
28
日

12
月
12
日

12
月
26
日

1月
9日

(人)

即応病床数

入院患者数

(床)
確保病床数 324床（R3.11.30まで）

360床（R3.12.1～12.31）

368床（R4.1.1以降）
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令和4年1月21日10:00時点
都道府県別確定患者数の累計（チャーター便、クルーズ船案件を除く）

参考

1月10日～1月16日

No.
都道府県 人口数（千人） 10万人換算

1月14日～1月20日の

1週間累計（人）

人口10万人あた

り（人）

人口10万人あたり

（人）
増減

1 沖縄 1,453 14.53 9,366 644.60 665.24 -20.65
2 大阪 8,809 88.09 30,255 343.46 176.51 166.94
3 東京 13,921 139.21 37,703 270.84 143.23 127.61
4 広島 2,804 28.04 7,205 256.95 197.75 59.20
5 京都 2,583 25.83 6,340 245.45 134.57 110.88
6 福岡 5,104 51.04 9,906 194.08 91.14 102.94
7 兵庫 5,466 54.66 9,195 168.22 73.34 94.88
8 熊本 1,748 17.48 2,914 166.70 66.76 99.94
9 滋賀 1,414 14.14 2,281 161.32 99.50 61.81

10 佐賀 815 8.15 1,242 152.39 97.30 55.09
11 奈良 1,330 13.30 2,013 151.35 71.65 79.70
12 神奈川 9,198 91.98 13,921 151.35 73.23 78.11
13 埼玉 7,350 73.50 11,005 149.73 74.54 75.18
14 愛知 7,552 75.52 10,933 144.77 69.86 74.91
15 ⾧崎 1,327 13.27 1,895 142.80 68.27 74.53
16 千葉 6,259 62.59 8,686 138.78 74.66 64.12
17 和歌山 925 9.25 1,282 138.59 81.30 57.30
18 山口 1,358 13.58 1,814 133.58 98.01 35.57
19 群馬 1,942 19.42 2,504 128.94 73.94 54.99
20 島根 674 6.74 851 126.26 64.54 61.72
21 静岡 3,644 36.44 4,127 113.25 58.64 54.61
22 岡山 1,890 18.90 2,137 113.07 55.82 57.25
23 北海道 5,250 52.50 5,802 110.51 49.56 60.95
24 宮崎 1,073 10.73 1,184 110.34 20.04 90.31
25 岐阜 1,987 19.87 2,173 109.36 57.57 51.79
26 愛媛 1,339 13.39 1,440 107.54 71.10 36.45
27 大分 1,135 11.35 1,208 106.43 47.05 59.38
28 ⾧野 2,049 20.49 2,014 98.29 63.69 34.60
29 新潟 2,223 22.23 2,154 96.90 55.56 41.34
30 栃木 1,934 19.34 1,860 96.17 54.29 41.88
31 三重 1,781 17.81 1,679 94.27 52.27 42.00
32 山梨 811 8.11 761 93.83 31.32 62.52
33 青森 1,246 12.46 1,076 86.36 45.35 41.01
34 鹿児島 1,602 16.02 1,372 85.64 54.31 31.34
35 茨城 2,860 28.60 2,200 76.92 40.42 36.50
36 香川 956 9.56 691 72.28 39.54 32.74
37 石川 1,138 11.38 776 68.19 31.46 36.73
38 福井 768 7.68 483 62.89 49.61 13.28
39 鳥取 556 5.56 344 61.87 28.42 33.45
40 高知 698 6.98 305 43.70 20.20 23.50
41 宮城 2,306 23.06 793 34.39 18.34 16.05
42 徳島 728 7.28 242 33.24 21.02 12.23
43 山形 1,078 10.78 291 26.99 18.65 8.35
44 秋田 966 9.66 255 26.40 16.25 10.14
45 福島 1,846 18.46 470 25.46 16.63 8.83
46 富山 1,044 10.44 252 24.14 17.72 6.42
47 岩手 1,227 12.27 136 11.08 7.01 4.07

【出典】
人口数：人口推計 第４表 都道府県, 男女別人口及び人口性比ー総人口, 日本人人口（2019年10月１日現在）
感染者数：厚生労働省「確定患者数（報告日ベース）の推移（都道府県別・各日）」（1月21日）

人口数 新規感染者数

資料２



 

令和 4年 1月 23 日 10:00 時点   

（1 月 16 日～1月 22 日）  

令和 3年 4 月 15 日新型コロナウイルス感染症対策分科会が提言した「ステージ判断のための指標」 

指標 

医療提供体制の負荷 感染の状況  監視体制（参考） 

①病床のひっ迫具合 ②療養者数 

（入院者、自宅・宿泊療

養者の合計） 

③PCR 陽性
率 

④新規陽性者数 
⑤感染経路 

不明割合 

 
直近 1週間と 

先週 1週間比較  入院医療 注1 重症者用病床 
 

国 

指 

標 

ステージⅢ 

確保病床

の使用率 

20％以上 

入院率 

40％以下 

確保病床の使

用率 20％以上 

人口 10 万人当たりの

全療養者数 

20 人以上  

5％以上 
15人/ 10万人/週

以上 
50％以上 

 

- 

ステージⅣ 

確保病床

の使用率 

50％以上 

入院率 

25％以下 

確保病床の使

用率 50％以上 

人口 10 万人当たりの

全療養者数 

30 人以上  

10％以上 
25人/ 10万人/週

以上 
50％以上 

 

- 

県の状況 

【1/23 10:00 時点】 

・確保病床の 

使用率  32.9％ 

・入院率  9.1％ 

 

・最大確保病床数 

368 床 

・使用状況 121 床 

・確保病床の 

使用率 3.6％ 

 

 

・最大確保病床

数 28 床 

・使用状況 1床 

人口 10 万人当たりの

全療養者数 

200.00 人 

 

全療養者     1,334 人 

（入院者       121 人） 

（宿泊療養者    46 人） 

（自宅療養者  812 人） 

（入院等予定者 168 人）  

（入院等調整中 187 人） 

8.5％注2 

 

 

 

1/10～1/16 

522 人 

/6,156 件 

167.02 人 

/10 万人/週 

 

 

1/16～1/22 

1,114 人 

17.5％ 

 

 

 

1/15～1/21 

28 人/160 人 

*調査中を除く 

 2.6 

 

 

 

【1/9～1/15】   435 人 

【1/16～1/22】1,114 人 

ty 

 

注 1 確保病床とは、病床・宿泊療養施設確保計画において最大限確保した病床をいう。入院率とは、療養者数に対する入院者数の割合をいう。入院率については、感染拡大に伴い療養

者数が増加すると、入院できない自宅療養者数等が増加することとなり、入院者に対する療養者数が増加することから、医療の逼迫状況を把握するための指標として用いるもので

ある。このため、入院率の指標については療養者数が人口 10 万人あたり 10 人以上の場合に適用する。入院率の数値は、厚生労働省「都道府県の医療提供体制等の状況（医療提供

体制・監視体制・感染の状況）について（６指標）」より引用。 

注 2 県の PCR 陽性率は、PCR 検査・抗原検査等の総数を使用。 

参考指標 



 

令和 4年 1月 23 日 10：00 時点   

（1 月 16 日～1月 22 日）  

令和 3年 11 月 8 日新型コロナウイルス感染症対策分科会が提言した「新たなレベル分類の考え方」  

 

ty 

 

レベル 状況 目安 

 
従来の分類 

（ステージ） 
 

 

レベル 0 

（感染者ゼロレベル） 
新規陽性者数ゼロを維持できている状況 － 

 

Ⅰ 

レベル 1 

（維持すべきレベル） 

安定的に一般医療が確保され、新型コロナウイルス感染

症に対し医療が対応できている状況 
－ 

Ⅱ 

レベル 2 

（警戒を強化すべき 

レベル） 

新規陽性者数の増加傾向が見られ、一般医療及び新型コ

ロナウイルス感染症への医療の負荷が生じ始めている

が、段階的に対応する病床数を増やすことで、医療が必

要な人への適切な対応ができている状況 

・確保病床の使用率 20％以上 

(最大確保病床数 368 床 使用状況 121 床)  

(1/23 10 時現在 32.9％) 

・直近 1 週間の人口 10万人あたりの新規陽性者数が 

15 人以上   

(1/23 10 時現在 167.02 人/10 万人/週)       注 1 

 

 

 

Ⅲ 

 

（Ⅲの最終局面） レベル 3 

（対策を強化すべき 

レベル） 

一般医療を相当程度制限しなければ、新型コロナウイル

ス感染症への医療の対応ができない状況 

・病床使用率 50％超    ・重症病床使用率 50％超 

（1/23 10 時現在 32.9％       1/28 床 3.6％） 

・予測ツールや様々な指標に基づき、「３週間後に必要とさ

れる病床数」が最大確保病床数に到達した場合  注 2 

 

Ⅳ 

レベル 4 

（避けたいレベル） 

一般医療を大きく制限しても、新型コロナウイルス感染

症への医療に対応できない状況 
－ 

 

 

・各レベルの適用については、感染状況や医療ひっ迫の状況等を考慮し、新規陽性者数、今週先週比、入院率等の参考指標を用いて、総合的に判断する。 

注 1 保健所のひっ迫も考慮し、病床使用率や新規陽性者数も含め、各都道府県が具体的な数値を設定 
注 2 政府分科会の目安に準拠 
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（案） 資料４ 

令和４年１月２４日 

 

政府対策本部長 

内閣総理大臣 岸田 文雄 様 

 

島根県対策本部長    

島根県知事 丸山 達也 

 

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく 

まん延防止等重点措置の公示に関する要請について 

 

本県では、感染力の非常に強いオミクロン株の感染が昨年末に確認さ

れて以降、感染が急拡大しており、１月１２日に感染状況のレベルを「レ

ベル２」に引き上げ、県民に対し、都道府県をまたぐ不要不急の移動を控

えることや、飲食店等の利用については４人以下とすること、時間につい

ても２時間を限度とすることを要請するとともに、感染に不安を感じる

無症状の方に対し検査を受検することを要請しています。 

しかしながら、感染拡大は想定を超えて過去に類を見ないスピードで

進んでおり、１月２３日には、直近１週間の人口１０万人当たり新規陽性

者数が１６７人となり、県内全域に感染が拡がるおそれがあります。 

また、確保病床の使用率も、同日時点で３２．９％となり、このままの

ペースで療養者の増加が続くと、医療提供体制にも大きな支障が生じか

ねない状況です。 

このような状況から、本県においては、まん延防止等重点措置を集中的

に実施する必要があると判断し、新型インフルエンザ等対策特別措置法

第３１条の４第６項に基づき、本県をまん延防止等重点措置を実施すべ

き区域として公示されるよう要請します。 

 



 資料５ 

新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく 

まん延防止等重点措置の公示がなされた場合の 

島根県の対応について（案） 

 

県内において、感染力の非常に強いオミクロン株の感染が昨年末に確

認され、感染が急拡大し、県内全域に感染が拡がるおそれがあることから、

新型インフルエンザ等対策特別措置法第３１条の４第６項に基づき、政

府に対し、本県をまん延防止等重点措置を実施すべき区域として公示す

るよう要請する。 

本県への適用が決定された場合の対応は、下記のとおりとする予定で

ある。 

記 

１． 県知事が指定するまん延防止等重点措置の措置区域 

   県内全域 

 

２． 期間 

新型インフルエンザ等対策特別措置法第３１条の４第３項に基づ

き、国が公示する期間 

 

３． 県民・事業者への要請のうち主なもの 

（１） 都道府県をまたぐ移動の自粛 

行き先の都道府県の要請を確認の上、極力控えること。 

ただし、やむを得ない仕事や、通勤・通学、受験、転勤、就職活

動、婚礼、葬儀・法要、看病・介護、通院、生活必需品の買い物な

どでの移動は、発熱等の症状がある場合を除き、控えて頂く必要は

ないが、「三つの密」の回避を含め基本的な感染防止対策を徹底す

ること。 

（２） 外出・移動の自粛 

   ① 混雑した場所や感染リスクが高い場所への外出・移動を控えること 

   ② 集客施設等（1,000㎡超）は、密集しないよう措置を講じること 



 

 （３） 飲食店等への営業時間短縮等 

① 第三者認証店（以下、「認証店」という）以外の飲食店等につい

ては、営業時間を午前５時から午後８時までの範囲内とし、酒類

の提供は行わないこと。 

② 認証店については、次のいずれかを選択して対応すること。 

ア 営業時間を午前５時から午後９時までの範囲内とし、酒類 

の提供を可能とする。ただし、酒類の提供は午後８時までと

する。 

イ 営業時間を午前５時から午後８時までの範囲内とし、酒類

の提供は行わない。 

③ 飲食の際の人数は、同一グループの同一テーブルでの使用を 

４人以下とすること。 

④ この営業時間短縮要請については、準備期間を考慮し、適用日

から３日後までに開始すること。 

⑤ この要請に協力した店舗には、要請に協力した期間に応じて、

別に定める協力金を支給する。 

（４） 県立施設 

県外からの集客が見込まれる県立施設を休館する。 

 

【休館予定の施設】 

（施設名）             （住所地） 

① 島根県立しまね海洋館 アクアス      浜田市久代町 

② 島根県立三瓶自然館 サヒメル       大田市三瓶町多根 

③ 三瓶小豆原埋没林公園           大田市三瓶町多根 

④ 島根県立宍道湖自然館 ゴビウス      出雲市園町 

⑤ 島根県立古代出雲歴史博物館        出雲市大社町 

⑥ 島根県立石見美術館            益田市有明町 

※政府が決定する基本的対処方針の内容により、要請内容を変更することがある。 



飲食店等への営業時間短縮要請協力金の概要について 

令和４年１月２４日 

商工労働部商工政策課 

１．協力金の単価（１店舗あたり１日あたり） 

（１）中小企業等 

区分 営業時間 酒類提供 単価 

非認証店 午後８時まで なし 
（前年、前々年同期の 1 日の売上高の４割） 

３万円～１０万円 

認証店 

午後９時まで 可能 
（前年、前々年同期の 1 日の売上高の３割） 

２．５万円～７．５万円 

午後８時まで なし 
（前年、前々年同期の 1 日の売上高の４割） 

３万円～１０万円 

（２）大企業 

区分 営業時間 酒類提供 単価 

非認証店 午後８時まで なし 
（前年、前々年同期の１日あたりの 

売上高減少額の４割） 

上限２０万円 認証店 
午後９時まで 可能 

午後８時まで なし 

※ 中小企業等においても、この方式を選択可 

 

２．支給額：（上記１の単価）×（要請に応じた期間の日数） 

  ・ 原則、要請した全ての期間に協力すること 

  ・ ただし、準備を要する場合は、「まん延防止等重点措置」の適用日から 

３日後までに、開始すること 

要請に応じた期間 算定日数 

全期間の場合 全期間の日数 

準備期間を取り入れた場合  

 

① １日後から応じた場合 （全期間の日数）－１ 

② ２日後から応じた場合 （全期間の日数）－２ 

③ ３日後から応じた場合 （全期間の日数）－３ 
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